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米の29.0%に次いで第2位だった。それが1970年に41.3% (8億 5,200万円）に達し、米の18.8 
％を大きく上回って部門別第 1位となった。 1980年には41.0% (16億 5,500万円）、 1989年には
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計 3,149頭の豚を飼養していた (1世帯あたり 108.6頭）。 1980年頃に養豚の専業経営で家計を
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0: 皇戴専置 T: 憧鸞的動務 J: 自鸞露（塵疇雇いを含む）
































































1980年のT農家の飼養頭数は 200頭で同時期の新治村平均 142.4頭を上回っていた。 1982年に
は新治村内で豚コレラが大流行したがT農家は被害を受けずに済んだという。むしろその頃は市
場の豚肉価格が1kg 600円以上で推移して養豚経営を最も有利に展開できた時期だった。試みに







前半に約 500頭、 1990年には 800頭へと増加した。 1993年には繁殖用雌豚を 100頭と仔豚・肥育
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6)肥育専門の経営を行う場合、生後60日前後の仔豚を購入し約 120日間肥育して出荷する。この
場合l棟の豚舎を年間3回利用することができる。一方、仔豚生産から肥育完了までは約 180
日を要する。このため一貫経営では年間に豚舎を 2,._, 2. 5回しか利用できず、出荷効率は低い。
7)枝肉とは屠殺した豚の皮を剥いで頭部、内蔵、前後肢、尾を切断した状態をいう。肉豚は通常
生体重 10---120kgで出荷されるが枝肉に加工すると約65---75kgになる。枝肉は重量と脂肪の
厚さによって上・中・並・等外に格付けされる。
8)前述の方法で推計すると豚上肉 l頭あたりの卸売価格は34,020円、生産費は30,650円である。
つまり利潤は 3,370円でしかない。ましてや生産した豚が中肉以下の格付けを受けると利潤は
小さくなり、場合によっては損失すら被ることもある。
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